
昭和55年度
上半期 水 道事業の業務状況公表

昭 和55 年 度上 半期 （4 月 ～9 月 ） に お け

る 水 道 事 業 の業 務状 況 を 公 表 しま す。

水道事業の9月末日現在こおける業務実
績 は 別 表 の とお りで す 。

経 営 面 に つ い て は 、 経 費 の 節 減に 努 め、

また、今年4月1日から料金改定をしたこ
と もあっ て 、お お むね良 好 な 状態 を示 し て

お りま す。

しかしながら資金面においては、境川地

域 に 給 水 す る た め に 、 今 年か ら2 か 年 の 継

続 事 業 で 工 事 を 実 施す る こ とな ど 、年 々 増

え る給 水 需 用 に 対 応 す る た め、 施 設 整 備 費

や維持管理費など多額の経費を必要としま

す 。

今後とも市民のみなさんの一層のご理解

とご協力をお願いします。

【今期の主な工事】
○ 市道花瀬線配水管布設工事　2, 445千円

〇市道すくも塚線及び都市計画道路白潟緑

ヶ丘線配水管布設工事　　　4, 520千円

○ 湊埋立地連絡配水管布設工事 1, 283千円

Ｏ市道板持只の浜線配水管布設工事

1, 764 千円

○ 市逆湊井出口線配水管布設工事

5, 956 千 円

● こ の ほか の 決 算 状 況 を 示 す賃 借 対照 表 ，
損益計算書，企業債明細書こついては，6

月1 日 付 市広 報 で 業 務 状 況 を 公 表し て お り

ま す の で はぶ きま し た 。

予　算　執　行　状　况
収益的収 入及び支出 ( 単位千円)

区　　　　 分 収　　　　入 支　　　 出 差引純損益

上　 水　 道　事　 業

湯 木 簡 易 水 道 事業

俵 山 簡 易 水 道事 業

予　　 備　　 費

( 175, 802)  85, 238

( 41, 241)  21, 376

( 8, 834) 　4, 405

( 169, 835)  66, 504

( 19, 243)  8, 775

( 4, 422)  1, 774

( 100)

( 5, 967)  18, 734

( 21, 998)  12, 601

( 4, 412) 　2, 631

( △ 100)

合　　　 計 ( 225, 877)  111, 019 ( 193, 600)  77, 053 ( 32, 277)  33, 966

（注）（　）内は予算額

上半期分減価償却費は含んでいません。

資 本 的 収 入 及び 支 出 ( 単 位 千 円)

区　　 分 収　　　入 支　　　 出 支 出 執 行 率

水　 道　事　 業 ( 108, 235) 　6, 703 ( 143, 284)  24, 457 17. 1

合　　　　 計 ( 108, 235) 　6, 703 ( 143, 284)  24, 457 17. 1

（注）　（　）内は予算額

財 政 状 況 貸借対照表 （昭55.  9 . 30現在）（単位千円）

借　　　　　　　　　 方 貸　　　　　　　　　　 方

資　　 産　　　　　　　　　795, 846

固　 定　 資　産　　　　731, 125

有 形 固 定 資産　　　　902, 442

有 形 固 定 資 産　　　　　 一
減 価 償却 引 当 金　　　174, 390

無 形固 定 資産　　　　　3, 073

流　 動　 資　産　　　　　44, 593
繰　延　 勘　 定　　　　　20, 128

負　　 債　　　　　　　　　16, 729

流　 動　 負　 債　　　　16, 729

資　本　 金　　　　　　　　590, 771

自 己 資 本 金　　　　79. 115

借 入 資 木 金　　　511, 656
剰　　 余　　 金　　　　　188, 346

資 本 剰 余 金　　　　　　　142, 766

利 益 剰 余 金　　　　45, 580

( う ち 未処 分 利 益 剰 余 金　1, 958当 陟 度純 利 益　　　　　33' 966)

合　　　 計　　　　　795, 846 合　　　 計　　　　　795, 846

（ 注 ） 上半 期 分 減 価 償却 費 は 含でい ま せ ん。

製造業のみなさん

工業 統計調査に

こj協 力 を　
製 造 業 を営 む み な さ ん 、 今Ｔ も恒 年の 工

業 統31 調 査 が 行 われ ま す 。

12月31日現在での調査のため、年末年始

のお忙しい中を調査員がお伺いしますが、

ご 協 力 をお 願 い し ま す 。
この調査は、わが国の製造業の実態や生

産 活 動 の現 状 を 明 ら か に す るこ と を目 的 と
し て お り 、調 たの 結米 は 、各 種の 経済 分 析

並 び に国 及 び地 方 公 共団 体 の 行 政 資料 とし

て、また、民間企業の経営上の参考資料と

して利用されています。

調査に当っては、従業者30人以上の事業

所を対象とする甲調査、29人以下を対象と

する乙調査及び企業の本社・本店が対象と

なる丙調査に区分して行われます。
な お 、 今回 は 従 業 者30人 以 上を 対 象 と す

るエ ネ ルギ ー 消 費 構造 統 計調 査と 山 口県 工
業製品・原材料等流通調査が同時に実施さ

れます。該肖する事業所におかれましては

ご協力のほど重ねてお願いします。

市企画課　広報統計係

家庭から出 るゴミは

ルールを守って出しましよう

・ ゴ ミは正 し く 分 別し て くだ さい 。

ゴミは、決められた日の朝に出してく
だ さい 。
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